
シリーズ
人・ひと

　　　　岩脇さんとハンセン病回復者の方達との出
　　　会いについて教えてください。
　　　　11年前の５月11日、「ハンセン病国家賠
　　　償請求訴訟」で元患者らが勝訴し、政府が隔
離政策の誤りを認めるというニュースがありまし
た。子どもたちにさまざまな人権問題を伝えるとき
現実を知らないといけないという思いから、まずイ
ンターネットでそのことを調べ、岡山県の邑久光明
園のホームページに出会いました。その中の｢ぜひ
人権に興味のある方はお越しください｣という言葉
にひかれ、平成14年３月27日に邑久光明園を訪れ
ました。

　　　　その日のことは、今でも覚えていますか。

　　　　忘れられません。行った日にたまたま入所
　　　者の方の告別式があり、誰一人親族が参列さ
れていないことに衝撃を受け、あらためて、差別の
厳しさを知りました。
　帰る時に所長の言われた、｢あなたはもう来るこ
とはないのかな？大事なことは交流ですよ」という
言葉が頭から離れませんでした。それから、何度も
施設を訪れるようになり、その中で同郷の方が、少
しずつ厳しい差別の現実や無念な思いを話してくれ
るようになりました。そんな話を聞くにつけ、これ
まで自分が何も知らなかったことを本当に申し訳な
かったと思いました。

　　　　岩脇さんは、いろいろな場所で小中学校の
　　　子どもたちにハンセン病回復者の方たちのこ
とを伝えようと活動されていますよね。
　　　　人は知るだけでは変わりません。知ったこ
　　　とを人に伝えていく中で変わっていくのだと
思います。子どもたちには、その伝える力がありま
す。そして、子どもたちはどんどん変わっていきます。
　私が自戒の意味を込めて語った「無知というもの
は罪である」という言葉や「差別ははさみだ。人間
関係をパチンパチンと切っていく。人権は、切れた
関係をつなぎ直すことだ」という言葉はよく覚えて
いてくれて、いろいろな場で発信してくれていま

す。「ハンセン病」のことを通して、差別とはどうい
うことかを考えるきっかけにしてもらいたいと思っ
ているんです。ハンセン病回復者に対する差別のこ
とだけを学ぶのでなく、交流を通して実際に人と人
とがつながっていく温かさを子どもたちに伝えたい
のです。子どもたちは、私が伝える言葉を心で受け
止め、そしてそれを自分自身の生活に重ねて考えて
くれているように思います。嬉しいなと思います。

　　　　これからも、岩脇さんが伝えたいことは？

　　　　入所者の方の平均年齢は、85歳を超えて
　　　います。どんどん高齢化が進んでいく中で、
この国の社会が生み出してきた重大な人権課題につ
いて、その事実を語り、発信してくれている方々が
いなくなっていきます。やがて、この問題は無く
なっていくのだと思いますが、私は、入所者の方た
ちが体験した厳しい差別や偏見、入所者の方たちの
悲痛な思いを語り継ぎ、二度と同じような過ちが繰
り返されないように、回復者の方の思いを精一杯次
の世代の子どもたちに伝えていきたいと考えていま
す。

ありがとうございました。

岩脇　宏二さん

ハンセン病とは

　今回は、市内各地の小中学校や地域で「ハンセン病」回復者
に対する差別や偏見について、その思いを語る岩脇宏二さん
に、ハンセン病回復者の人たちとの出会いや子どもたちに伝え
たい思いについて熱く語っていただきました。

（三重高等学校 教諭）

◆ハンセン病は、「らい菌」により末梢神経や皮膚が冒
される病気です。「らい菌」は極めて感染力の弱い菌
で、今日の社会環境ではほとんどうつることはありま
せん。また、遺伝による病気ではありません。
◆ハンセン病は怖い病気だという間違った認識によ
り、国家による隔離政策が実施されていました。平成
８年「らい予防法」が廃止されるまで続いてきたこの
政策により、今もハンセン病に対する偏見が存在し、
回復したにもかかわらず、故郷に帰ることができない
人たちが2,500人ほど療養所で生活されています。
◆特効薬の開発により、完全に治る病気になりまし
た。現在、療養所にみえる人たちは、病気が完治した
人たちばかりです。ですから、患者と言わずに回復者
と呼ぶ人たちが増えてきています。

お　　く


